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       は じ め に        

 特定の血清型の腸管病原性大腸菌(EPEC)は，開

発途上国においては，乳幼児下痢症の重要な原因

菌であるが，先進国では，乳幼児下痢症の重要な

原因とみなされていない。日本においても，発症

頻度は高くないが，下痢症患者から散発的に分離

されるとともに，EPEC による集団食中毒もみられ

る。EPEC は，EAF プラスミドを有するものは

typical EPEC，EAF プラスミドを欠いているもの

は atypical EPEC に細分類され，それは EAF プラ

スミド上の付着関連遺伝子 bfpA の確認によって

行える。従来，開発途上国では，typical EPEC が

優勢と思われてきたが，最近では，発展途上国，

先進国ともに atypical EPEC がより多く分離され

ることが認められている 1)4)5)。今回，広島市にお

いて，atypical EPEC と考えられた腸管病原性大

腸菌 O128：H2 を原因とする食中毒事例を経験した

ので報告する。 

 

       方      法        

1  検査材料 

広島市保健所より当所に搬入された患者便 3 検

体および調理従事者便 2 検体の計 5 検体について

食中毒菌およびウイルスの検索を行った。保存検

食 42 検体については，食中毒菌の検索を行った。 

2  分離方法 

 食中毒起因菌の検査は，常法に準じて行った。

大腸菌に関しては，検食は DHL 寒天培地(日水製

薬)に，患者糞便および調理従事者便は，DHL 寒天

培地および GN ブロス(Difco)10ml に接種した。

37℃，一夜培養後，DHL 寒天培地の大腸菌を疑う

コロニーを TSI および LIM に釣菌し，37℃，一夜

培養後，スクリーニングした。 

3  大腸菌の同定・血清型別 

スクリーニングで大腸菌の性状を示した分離菌

株の生化学的性状を市販の培養同定キット

Api20E(日本ビオメリュー社)で，血清型別は市販

の抗血清(デンカ生研)を用いて調べた。 

4  大腸菌の病原遺伝子確認試験 

糞便の GN ブロス増菌液については，EXEC‐ 

PCR2)で LT，ST，stx，invE の病原遺伝子の有無を

確認した。分離大腸菌 O128：H2 については，上 

記遺伝子の他，eaeA，bfpA，espB の各遺伝子を PCR

法で検討した。  

5 薬剤感受性試験 

分離大腸菌 O128：H2 の，12 薬剤(ABPC，KM，CP，

TC，NA，SM，CPFX，CTX，SXT，TMP，GM，FOM)に対

する感受性を一濃度ディスク法で測定した。 

6  分子疫学的解析 

分離した大腸菌 O128：H2 を XbaⅠ消化によるパ

ルスフィールドゲル電気泳動(PFGE)により解析し

た。 

7  ウイルスの検索 

患者便，従事者便について，当部ウイルス担当

において，ノロウイルス，サポウイルス，アスト

ロウイルス，アデノウイルスは PCR 法により，ロ

タウイルスはイムノクロマト(IC)法により検出を

試みた。また，患者便については，電子顕微鏡検

査を併用した。 

 

       結 果        

1  発生概要 

 2008 年 9 月，市内の保育園で，園児 15 名が下

痢などの症状を訴えている旨，広島市保健所に連

絡が入った。当所で食中毒および感染症の両面で

検査をしたところ，有症の園児 3 名の便から腸管

病原性大腸菌 O128：H2(atypical EPEC)を検出し

た。薬剤耐性試験の結果も同一の ABPC 耐性を示し

た。また，給食の検食(南京サラダ)からも，同一

菌が検出されたことから，給食を原因とする腸管

病原大腸菌 O128：H2(atypical EPEC)による食中

毒と断定された。 

2 糞便の病原検索 

検体搬入初日に搬入された患者便 2 検体，調理

従事者 2 検体の GN ブロス増菌液について，PCR 法 

*：現 環境局施設部施設課 
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表 1 分離大腸菌 O128 の細菌学的検討結果 

項   目 患者由来菌株 

(3 株) 

検食由来菌 

(1 株) 

TSI 培地性状 Y/Y Y/Y 

 Gas+，H2S- Gas+，H2S- 

LIM 培地性状 リジン脱炭酸+ リジン脱炭酸+ 

 インドール+ インドール+ 

 運動性+ 運動性+ 

API20E コード 5144572 5144572 

 (Escherichia coli) (Escherichia coli)

H 抗原 2 2 

薬剤耐性 ABPC 耐性 ABPC 耐性 

PFGE(XbaⅠ) 同一パターン 

病原性遺伝子   

LT 遺伝子 - - 

ST 遺伝子 - - 

stx - - 

invE - - 

eaeA + + 

bfpA - - 

espB + + 

 

により LT，ST，stx，invE の各病原遺伝子の検索

を行ったが検出されなかった。しかし，DHL 寒天

培地に培養した患者糞便 3 検体より，市販病原大

腸菌抗血清 O128 に凝集する大腸菌が分離された。

すべての検体において，他の食中毒菌およびウイ

ルスは検出されなかった。 

 

             

 

レーン M    ：100pb ラダー  

レーン 1～3  ：患者由来株 

レーン 4    ：検食由来株 

図 1  分離大腸菌 O128：H2 の eaeA 遺伝子の 

PCR 増幅結果 
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図 2  分離大腸菌 O128：H2 の PFGE 解析 

        (XbaⅠ消化) 

 

3 検食の病原検索 

DHL に培養した検食の南京サラダより，市販病

原大腸菌抗血清 O128 に凝集する大腸菌が

400CFU/g 分離された。 

4 分離大腸菌 O128 の薬剤感受性および血清型 

患者由来3株および検食由来1株の大腸菌O128

の 4 株すべてが ABPC 耐性を示した。H 抗原は 4 株

とも H2 抗血清に凝集した。 

5  分離大腸菌 O128：H2 の病原遺伝子検索 

分離大腸菌O128：H2の 4株についてeaeA，bfpA，

espB 遺伝子の有無を調べた結果，eaeA，espB 遺伝

子が 4 菌株とも検出された (図 1)。 

6 分離大腸菌 O128：H2 の分子疫学的解析 

患者および南京サラダより分離した大腸菌

O128：H2 eaeA(＋), espB (＋)株は PFGE 解析にお

いて，同一パターンを示した (図 2)。 

7  総合評価 

 以上の結果より，今回の事例は，患者および検

食から同一の PFGE 像を示す大腸菌が分離され，か

つそれらは保有遺伝子が eaeA(+)，espB(+)，

bfpA(-)であることから，LEE(Locus of Enterocyte 

Effacement)を有するが，集束線毛を有しない

atypical EPEC に分類される a-EPEC O128:H2 によ

る食中毒事例と考えられた。 
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